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　施工のポイント　　　　　　　　仕口一体ＰＣａ柱を現場製作

　設計コンセプト　　　　地域との結びつきを意識した物流施設づくり

設計・施工／五洋建設

レジリエンス向上・地域交流促進に貢献

植田　満 稲葉　英毅

東：Yokohama Style西：Home Style北：Park Style

（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　４月１８日　（金曜日）
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■工　事　名　称／（仮称）Landport横浜杉田新築工事
■工　事　場　所／横浜市金沢区昭和町
■発　注　者／株式会社ＩＨＩ、野村不動産株式会社
■設計・監理／五洋建設株式会社本社一級建築士事務所
■施　　　工／五洋建設株式会社東京建築支店
■敷　地　面　積／，．㎡
■延　床　面　積／，．㎡
■構　　　造／Ｐ－ＲＣＳ構法（柱ＲＣ梁Ｓ）、免震構造
■階　　　数／地上４階塔屋１階
■工　　　期／年６月１日～年３月日

外観写真提供：五洋建設株式会社

カフェテリア

　本施設は大消費地配送拠点として首都高湾岸線隣接
の好立地に計画された物流施設です。４階建て・免震
構造の建物は、非常用発電機・備蓄倉庫・太陽光発電
設備を完備し、各種のBCP対応や省エネ対応を実施
しています。また、施設内の一部にパレット自動倉庫
を導入しており、効率的な荷物保管の実現が可能とな
っています。
　外観計画は、これまでのLandportシリーズのデザ
インコードを継承しつつ、色彩計画で港湾エリアの東
側を黒基調とし住宅街エリアの西側を白基調とし、全
体的に外壁パネルのランダム貼りによるグラデーショ
ンをつけて東西で異なる風景との調和を実現していま
す。

　建物計画は、事務所コアを東西北３ヵ所に配置し、
コア毎に周辺環境との関連性を意識したデザインテイ
ストを採用し、東コア：Yokohama Style、西コア：H
ome Style、北コア：Park Styleとして、エントラン
ス・カフェテリアの内装デザインにて印象度の高い空
間を形成しています。
　敷地の東側には、地域に開かれたオープンスペース
を整備しています。かつて歌川広重の浮世絵でも描か
れた観梅文化を継承すべく、杉田梅の苗木移植を行っ
ており、サークル状の遊歩道や広場を設けて、そこで
各種イベントの開催が予定されるなど、地域との連携
を実現するものとなっています。
　五洋建設株式会社　建築本部建築設計部　南雄一郎トラックバース 倉庫

　ＩＨＩと野村不動産が横浜市金沢区で建設を進めていた
「Landport横浜杉田」が完成した。首都高速道路湾岸線杉
田ＩＣの近くに立地し、大消費地である横浜・東京都内への
アクセスに優れた延べ約万㎡の大型物流施設。３・４階の
一部に約，パレットの立体自動倉庫を設け、シェアリン

グサービスを実施するほか、ロボットや倉庫管理システムの
レンタルも行い、最新の自動化技術を駆使した物流ソリュー
ションを提供する。「オープン・シェア型物流施設」をコン
セプトに掲げ、地域の安全・安心、コミュニティー醸成への
貢献を目指している。設計・施工は五洋建設が担当した。

　年６月に着工し、ＩＨＩと野村不動産が共同で開発を進めて参りまし
た「Landport横浜杉田」が、この度無事に竣工を迎えました。Landportは
野村不動産が開発するマルチテナント向け高機能物流施設であり、本施設は
シリーズ棟目、シリーズ最大級の物件となります。野村不動産の数多くの
ノウハウとＩＨＩの技術力を融合し、パレット自動倉庫のビルトインでの設
置や、従来の物流倉庫の不動産賃貸事業の枠組みを超えた、新たなオペレー
ション領域におけるサービス提供を実現しました。

　本土地は、ＩＨＩが年に取得して以来、年まで工場として利用し
てきた大変縁が深い土地です。跡地利用にあたっては、事業性の追求だけで
はなく、長年お世話になった地域への貢献を果たしたいという理念に基づき、
開発コンセプト「オープン・シェア型物流施設」を掲げ、ポスト年問題
への対応や、雇用創出および地域レジリエンスの向上のため、施設を地域に
開き、テナント間や地域間での交流・連携が生まれるような施設計画や仕掛
けづくりを行ってきました。
　具体的な施策として、本施設では、地元である横浜市金沢区と協定書を締
結し、津波避難施設として登録を受けるとともに、防災・環境保全・地域産
業発展の取り組みで連携することが決定しています。施設には万全のＢＣＰ
機能と広場開放等の豊かな地域社会を形成する仕掛けを備えており、テナン
ト様のみならず、地域の方々も含めて、安全・安心に暮らせるような環境を
構築しております。また、津波避難施設として非常時に機能するためには、
日常時から施設が利用され，防災機能を持った施設として広く認知されてい
る必要がありますが、「地域向けイベント（防災・見学）」や「屋上菜園で
の食と農の活動」、「杉田梅を通じた地域振興の取り組み」等のコンテンツ
を通してコミュニティを醸成することで、持続可能な地域社会とフェーズフ
リーな施設の実現を目指してまいります。
　最後に、設計・施工をお請け頂いた五洋建設様には、「オープン・シェア
型物流施設」の実現にむけて数多くの知見と技術力を遺憾なく発揮頂き、高
品質かつ工期内での完成に導いてくださったこと深く感謝申し上げます。

株式会社ＩＨＩ
都市開発部長

野村不動産株式会社
都市開発第二事業本部
物流事業部長

外観（夕景）
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シリーズ最大級
「オープン・シェア型物流施設」Landport横浜杉田 完成


